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は
じ
め
に

こ
の
作
品
と
作
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鈴
木
棠
三
氏
が

『

近
世
紀

行
文
芸
ノ
ー
ト』

(

昭
和
四
九
年

東
京
堂
出
版)
の
中
で

｢

吉
田
桃

樹
と
槃
游
余
録｣

の
一
章
を
設
け
て
著
者
の
伝
記
と
作
品
の
内
容
を
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
で
は
、
そ
れ
に
つ
け
加
え
る
か
た
ち
で
、�

現
存
す
る
諸
本
の
書
誌
、�

作
品
の
文
学
性
と
そ
の
近
世
紀
行
の
中

で
の
位
置
、
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一

作
者
に
つ
い
て

鈴
木
氏
が

｢

�
海｣

の
文
章
な
ど
を
引
き
つ
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
吉
田
桃
樹
は
江
戸
に
生
ま
れ
、
当
初
は
塚
原
氏
で
あ
っ
た
が
、

後
に
吉
田
家
の
養
子
と
な
り
、
養
父
の
後
を
継
い
で
公
吏
と
な
っ
た
。

雨
岡
と
も
称
し
、
字
は
甲
夫
、
通
称
は
忠
蔵
。
そ
の
号
を
大
き
な
海
亀

を
示
す

｢

鰲｣

の
文
字
を
含
む

｢

鰲
�｣

と
す
る
の
は
、
大
川
橋

(

吾

妻
橋)

の
架
橋
に
功
績
が
あ
っ
た
と
の
逸
話
と
も
関
連
が
あ
る
か
と
鈴

木
氏
は
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
生
没
年
も
致
仕
の
時
期
も
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し

｢

槃
游
余
録｣

の
最
初
の
旅
を
行
う
天
明
八

(

一
七
八
八)

年

に
は
す
で
に
職
を
退
い
て
お
り
、
鈴
木
氏
は
、
こ
れ
は
田
沼
意
次
の
失

脚
に
伴
う
何
か
の
事
情
が
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る

(

注
１)

。

お
そ
ら
く
は
ま
だ
老
齢
と
は
ほ
ど
と
お
い
時
期
に
、
そ
の
よ
う
に
職

を
退
き
閑
暇
の
身
と
な
っ
た
桃
樹
は
、
そ
の
精
力
と
時
間
と
を
長
途
の

国
内
遊
歴
に
充
て
た
。
そ
う
や
っ
て
記
さ
れ
た
の
が
、｢

槃
游
余
録｣

全
六
編
で
あ
る
。

鈴
木
氏
は
、
旅
の
動
機
を
、
致
仕
に
ま
つ
わ
る
事
情
も
あ
っ
て
江
戸
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を
離
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
に
加
え
、
従
来
か
ら
願
っ
て
い

た
老
後
の
行
脚
の
予
定
が
思
わ
ぬ
退
職
に
よ
っ
て
早
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、｢

槃
游
余
録｣

の
最
初
の
数
編
に
序
文

を
寄
せ
て
い
る
平
沢
元� �

�
�

�

の
影
響
と
、
古
代
研
究
へ
の
強
い
関
心
も
あ

げ
ら
れ
る
。

桃
樹
の
致
仕
に
関
す
る
事
情
は
、
紀
行
を
通
読
し
て
も
う
か
が
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
旅
先
で
の
行
動
、
観
察
、

記
録
の
さ
ま
か
ら
は
、
有
能
で
決
断
力
に
富
む
官
吏
で
あ
っ
た
こ
と
が

お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
る
。｢

所
歴
日
記｣

(

寛
文
四)

を
記
し
た
牢
奉

行
石
出
吉
深
、｢

未
曾
有
記｣

(

寛
政
十
一)
を
記
し
た
幕
府
目
付
遠
山

景
晋
、｢

官
遊
奇
勝｣

(

文
化
十
三)

を
記
し
た
小
石
川
薬
園
長
渋
江
長

伯
の
よ
う
な
、
長
編
の
紀
行
を
記
し
た
官
吏
た
ち
に
共
通
す
る
印
象
で

も
あ
り
、
江
戸
時
代
の
公
吏
た
ち
の
優
れ
た
行
動
力
と
判
断
力
、
該
博

な
知
識
や
視
野
の
広
さ
、
人
間
性
の
深
さ
、
と
い
っ
た
質
の
高
さ
を
、

こ
れ
ら
の
紀
行
は
読
む
者
に
伝
え
る
。

二

諸
本
に
つ
い
て

先
述
し
た
よ
う
に
、
槃
游
余
録
は
全
六
編
か
ら
成
る
。
鈴
木
氏
も
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
旅
の
規
模
で
も
作
品
の
長
さ
で
も
、
こ
の
六
編
は
不

揃
い
で
、
長
短
が
極
度
に
異
な
る
。
し
か
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
短
い

旅
の
短
い
紀
行
が
必
ず
し
も
文
学
的
な
価
値
が
低
い
と
は
限
ら
な
い
。

江
戸
時
代
の
紀
行
作
家
で
多
作
者
と
い
っ
て
よ
い
人
々
の
中
に
は
、

た
と
え
ば
清
水
浜
臣
や
小
津
久
足
の
よ
う
に
、
作
品
の
名
前
を
そ
の
都

度
変
え
て
い
る
者
も
、
先
に
あ
げ
た

｢

所
歴
日
記｣

の
石
出
吉
深
、

｢

未
曾
有
記｣

の
遠
山
景
晋
、｢

官
遊
記
勝｣

の
渋
江
長
伯
の
よ
う
に
す

べ
て
の
作
品
を
一
つ
の
題
名
で
統
一
す
る
者
も
い
る
。
こ
の
桃
樹
は
後

者
で
あ
っ
て
、
六
編
す
べ
て
を

｢

槃
游
余
録｣

と
題
し
て
い
る
。
全
作

品
を
何
ら
か
の
統
一
さ
れ
た
作
品
と
し
て
と
ら
え
る
意
識
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
初
編
の
冒
頭
の
目
録
に
は

｢

道
の
つ
い
で｣

と
い
う
内
題
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
各
編
に
そ
れ
ぞ
れ
の
題
名
を
つ
け

よ
う
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

管
見
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

①
国
会
図
書
館
。
特
七
〇
―
八
三
〇
―
二
〇
一
。
写
本
七
冊
。
自

筆
稿
本
。
初
編
と
附
録
。

帙
入
り
。
朱
色
表
紙
。
題
簽
。
二
六
・
八
×
一
八
・
二
㎝
。
外
題

｢

槃
游
余
録｣

。
文
化
十
一
年
男
勇
雄
序(

青
色
文
字
、
八
行
、
一
丁)

、

寛
政
元
年
平
沢
元�

序

(

朱
枠
、
八
行
、
六
丁)

、
同
年
賀
茂
季
鷹

序

(
朱
枠
、
八
行
、
三
丁)

。
内
題

｢

槃
游
余
録

道
の
つ
い
で｣

。

目
録

(
上
巻)

あ
り
。

[

第
一
冊]
十
行
書
、
五
十
一
丁
。[

第
二
冊]

二
十
一
丁
。[

第
三
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冊]

四
十
丁
。[

第
四
冊]

二
十
九
丁
。[

第
五
冊]

四
十
二
丁
。
吉

田
桃
樹
朱
印
二
つ
あ
り
。[

第
六
冊]

二
十
六
丁
。[

第
七
冊]

三
十

二
丁
。

②
国
会
図
書
館
。
二
一
三
―
三
三
〇
。
写
本
六
冊
。
初
〜
四
編
と

附
録
。
文
政
十
二
年
、
重
固
写
。

図
書
館
後
補
ア
イ
ボ
リ
ー
色
表
紙
。
二
七
・
〇
×
一
九
・
五
㎝
。

外
題

｢

槃
游
余
録｣

。
枠
題
簽
。
内
題
な
ど
①
に
同
じ
。
字
は
版
下

風
に
よ
く
整
う
。
朱
少
々
。
頭
注
あ
り
。[

第
一
冊]

十
行
書
、
六

十
三
丁
。[

第
二
冊]

六
十
九
丁
。[
第
三
冊]

八
十
三(

墨
付
八
十)

丁
。[

第
四
冊]

七
十
一

(

墨
付
六
十
八)
丁
。[

第
五
冊]

六
十
八

(

墨
付
六
十
五)

丁
。[

第
六
冊]

末
尾
に

｢
文
政
十
二
己
丑
孟
冬

朔
天
如
春
向
陽
書
写
及
未
之
末
卒
業

煙
霞
樵
者

翌
二
日
和
喧
日

没
前
校
閲
終｣

と
奥
書
。

③
国
会
図
書
館
。
わ
九
一
五
・
五
・
一
。
写
本
二
冊
。

破
損
の
た
め
閲
覧
で
き
ず
。

④
国
会
図
書
館
。
八
三
九
―
一
。
写
本
一
冊
。
次
編
の
み
。

地
模
様
茶
色
表
紙
。
外
題

｢

槃
游
余
録
次
編｣

。
二
七
・
四
×
一

九
・
七
㎝
。
枠
題
簽
。
十
行
書
、
五
十
七
丁
。｢

根
岸
憲
助
氏
委
託

本｣
｢

曾
山
文
庫｣

｢

愛
岳
麓
蔵
書｣

印
あ
り
。
平
沢
元�

、
源
躬
弦
、

橘
千
蔭
、
賀
茂
季
鷹
の
序
文
。
内
題
、
外
題
に
同
じ
。
末
尾
に
自
跋
。

朱
少
々
。
頭
注
あ
り
。
十
行
書
、
五
十
七

(

墨
付
五
十
五)

丁
。

⑤
岩
瀬
文
庫
。
一
六
一
Ｚ
二
五
。
写
本
八
冊
。
初
〜
四
編
と
附
録
。

清
水
浜
臣
所
蔵
本
。

書
誌
調
査
の
際
の
カ
ー
ド
紛
失
の
た
め
、
書
型
の
詳
細
不
明
。
外

題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。
一
〇
行
書
。[

第
一
冊]

百
十
一
丁
。
初

編
上
巻
を
収
録
。[

第
二
冊]

七
十
二
丁
。
初
編
下
巻
を
収
録
。[

第

三
冊]

五
十
七
丁
。
別
記

(

初
編
図
録

｢

�
霞
遺
珠｣)

を
収
録
。

[

第
四
冊]

六
十
三
丁
。
次
編
を
収
録
。[

第
五
冊]

百
四
十
一
丁
。

三
編
を
収
録
。[

第
六
冊]

六
十
一
丁
。
四
編
上
巻
を
収
録
。[

第
七

冊]

五
十
七
丁
。
四
編
下
巻
を
収
録
。[

第
八
冊]

二
十
三
丁
。
三

編
附
録
と
し
て
、｢

伊
豆
海
岸
奇
勝
図｣

(

他
の
本
で
は
三
編
の
末
尾

に
附
す)

を
収
録
。
奥
書
は
な
し
。

⑥
内
閣
文
庫
。
一
七
七
―
一
一
五
七
。
写
本
九
冊
。
初
〜
六
編
と

附
録
。

雷
紋
地
模
様
黄
色
表
紙
。
打
付
書
。
二
七
・
〇
×
一
八
・
一
㎝

(

や
や
縦
長)

。
外
題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。
字
体
よ
く
整
う
。
朱

あ
り
。
①
②
本
の
頭
注
を
す
べ
て
本
文
中
に
入
れ
る
。
朱
印
あ
り
。

[

第
一
冊]

十
行
書
、
百
五
丁
。[

第
二
冊]

六
十
六
丁
。[

第
三
冊]

五
十
八
丁
。[

第
四
冊]

四
十
五
丁
。[

第
五
冊]

五
十
丁
。[

第
六

冊]
七
十
五
丁
。[

第
七
冊]

四
十
七
丁
。[

第
八
冊]

四
十
二
丁
。

[

第
九
冊]
二
十
八
丁
。[

第
十
冊]

十
八
丁
。

⑦
内
閣
文
庫
。(

編
二
冊)

一
七
七
―
一
一
四
四
。
写
本
二
冊
。
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初
編
の
み
。

茶
色(

も
と
は
白
か)

表
紙
。
題
簽
。
二
七
・
〇
×
一
九
・
〇
㎝
。

外
題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。[

第
一
冊]

百
丁
。
⑥
の
第
一
冊
に
同

じ
。[

第
二
冊]

七
十
一
丁
。
⑥
の
第
二
冊
に
同
じ
。

⑧
内
閣
文
庫
。(
地
三
冊)

一
七
七
―
一
一
四
五
。
写
本
三
冊
。

三
編
の
み
。
吉
田
長
友
老
所
蔵
本
を
寛
政
四
年
に
写
。

小
豆
色
表
紙
。
枠
な
し
題
簽
。
二
七
・
二
×
一
九
・
六
㎝
。
外
題

｢

槃
游
余
録

天

(

地)
(

人)｣
。
内
題

｢

槃
游
余
録

三
編

上

(

下)｣

。
見
返
し
に

｢

吉
田
桃
樹
著

遊
豆
紀
行
三
巻

寛
政
四
年

壬
子
従
閏
二
月
至
五
月｣

と
書
き
入
れ
あ
り
。
朱
あ
り
。｢

晁
水
図

書｣

朱
印
あ
り
。[

第
一
冊]

六
十
四
丁
。
貼
紙
多
し
。[

第
二
冊]

五
十
一
丁
。[

第
三
冊]

三
十
三
丁
。
末
尾
に

｢
吉
田
長
友
老
蔵
借

之
影
写
納
栖
隠
館｣

と
奥
書
。

⑨
内
閣
文
庫
。
地
一
五
一
冊
二
一
八
―
三
八
。
写
本
一
冊

(｢

摂

津
徴｣

巻
九
十
六)

。
初
編
上
巻
末
の
大
坂
見
物
の
部
分
の
み
。

青
地
に
黒
の
格
子
模
様
表
紙
。
題
簽
。
外
題

｢

摂
津
徴

巻
九
十

六｣

。
内
題

｢

摂
津
徴

外
集

春
部

槃
游
余
録

旅
日
記｣

。
十

五
丁
。
そ
の
後
に
絵
図
な
ど
十
八
丁
。
次
の

｢

旅
日
記｣

九
丁
は
別

の
作
品
。

⑩
東
京
大
学
大
学
南
葵
文
庫
。
Ｊ
四
〇
―
三
八
六
。
写
本
十
冊
を

二
冊
に
製
本
。
初
〜
四
編
。

茶
色
に
白
の
横
縞
表
紙
。
題
簽
。
二
七
・
五
×
一
九
・
〇
㎝
。
外

題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。｢

南
葵
文
庫｣

｢

坂
田
文
庫｣

｢

養
聞
斎
文

書
部｣

朱
印
。[

製
本
第
一
冊
の
内]

[

第
一
冊]

四
十
八
丁

[

第
二

冊]

五
十
四
丁

[

第
三
冊]

三
十
四
丁

[

第
四
冊]

三
十
八
丁

[

第

五
冊]

四
十
丁
。
第
四
冊
ま
で
に
初
編
、
第
五
冊
に
次
編
を
収
録
す

る
。[

製
本
第
二
冊
の
内]

[

第
六
冊]

六
十
丁

[

第
七
冊]

三
十
七

丁

[

第
八
冊]

四
十
五
丁

[

第
九
冊]

六
十
一
丁

[

第
十
冊]

五
十

七
丁
。
第
八
冊
ま
で
に
三
編
、
第
十
冊
ま
で
に
四
編
を
収
録
す
る
。

奥
書
は
な
し
。

⑪
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
。
七
一
一
〇
・
写
本
一
冊
。
次
編
の

み
。｢

桃
樹
大
人
紀
行｣

。
寛
政
二
年
源
い
そ
じ
写
。

白
地
に
小
豆
色
の
格
子
表
紙
。
題
簽
。
二
七
・
〇
×
一
八
・
二
㎝
。

外
題

｢

桃
樹
大
人
紀
行

全｣

、
題
簽
横
に
打
付
書
で

｢

槃
游
余
録

次
編｣

。
内
題

｢

槃
游
余
録
次
編｣

。
十
行
書
、
五
十
二
丁
。
寛
政
二

年
五
月
源
い
そ
じ
の
奥
書
と
、
万
葉
仮
名
の
長
歌
及
び
短
歌
を
末
尾

に
附
す
。

⑫
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
。
二
〇
四
五
―
二
六
。
写
本
六
冊
。
初

〜
四
編
と
附
録
。
明
治
十
七
年
、
②
本
を
写
。

薄
茶
と
白
の
横
縞
表
紙
。
題
簽
。
二
七
・
〇
×
一
九
・
〇
㎝
。
外

題
・
中
表
紙
題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。
十
行
書
。[

第
一
冊]

五
十

五
丁
。
明
治
十
七
年
九
月
、
三
級
写
字
生
三
栗
中
実
写
、
名
倉
信
敦
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校
正
の
奥
書
。[

第
二
冊]

五
十
九
丁
。
明
治
十
七
年
七
月
、
二
級

写
字
生
赤
木
賢
則
写
、
松
平
乗
承
校
正
の
奥
書
。[

第
三
冊]

七
十

三
丁
。
七
月
、
福
井
安
宅
写
、
乗
承
校
。[

第
四
冊]

六
十
三
丁
。

七
月
、
牧
野
義
順
写
、
乗
承
校
。[

第
五
冊]

五
十
九
丁
。
七
月
、

松
本
寛
茂
写
、
乗
承
校
。[

第
六
冊]

五
十
九
丁
。
七
〜
八
月
、
山

中
政
篤
写
、
乗
承
校
。
末
尾
に
太
田
元
貞
の

｢

墓
表｣

を
附
す
。
第

三
冊
ま
で
に
初
編
、
第
五
冊
ま
で
に
四
編
、
第
六
冊
に
①
本
の
第
六

冊
と
同
じ
、
初
編
の
図
録
を
収
録
す
る
。

⑬
東
北
大
学
狩
野
文
庫
。
三
―
七
九
一
八
―
二
。
写
本
二
冊
。
初

編
の
み
。

茶
色
表
紙

(

後
補)

。
題
簽
。
中
表
紙
は
白
色
。
二
二
・
五
×
一

六
・
五
㎝
。
外
題
・
中
表
紙
題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。
網
野
亭
吉

氏
旧
蔵
書
朱
印
。
頭
注
、
朱
あ
り
。[

第
一
冊]
九
十
五
丁
。
上
巻

を
収
録
。[

第
二
冊]

五
十
七
丁
。
下
巻
を
収
録
。
末
尾
は

｢
識
語｣

で
終
わ
り
、｢

中
邨
連
署｣

は
な
い
。

⑭
東
北
大
学
。
本
館
丙
Ｃ
三
―
一
六
・
二
四
。
写
本

(

横
本)
二

冊
。
初
〜
四
編
。
安
政
四
年
梅
花
翁
写
。

紫
紺
布
表
紙
。
布
題
簽
。
一
三
・
五
×
一
九
・
〇
㎝
。
文
字
は
細

か
く
美
麗
。
頭
注
、
朱
あ
り
。
外
題
・
内
題

｢

槃
游
余
録｣

。
二
十

二
行
書
。[

第
一
冊]

百
二
十
九
丁
。
初
編
、
図
録
、
次
編
を
収
録
。

[

第
二
冊]

百
十
七
丁
。
三
編
、
四
編
を
収
録
。
梅
花
翁
の
奥
書
と

｢

ゆ
き
い
た
り
み
る
こ
こ
ち
し
て
う
つ
し
て
る
四
も
の
山
川
め
ぐ
ら

ひ
し
に
き｣

の
歌
が
末
尾
に
あ
る
。

⑮
宮
内
庁
書
陵
部
。
四
五
八
―
一
。｢

片
玉
集｣

十
四
、
十
五
、

十
六
。
初
編
の
み
。
寛
政
辛
亥
藍
川
員
正
写
。

写
真
で
閲
覧
。
大
本
。
題
簽
。
外
題

｢

片
玉
後
集

十
四｣

、｢

槃

游
余
録｣

。
内
題

｢

片
玉
後
集
巻
之
十
四｣

、｢

槃
游
余
録｣

。[

第
一

冊]

十
一
行
書
、
五
十
八
丁
。[

第
二
冊]

十
一
行
書
、
五
十
六
丁
。

[

第
三
冊]

十
一
行
書
、
七
十
丁
。
末
尾
に
寛
政
辛
亥
、
藍
川
員
正

写
の
奥
書
。
第
二
冊
ま
で
初
編
上
巻
、
第
三
冊
が
下
巻
。

三

紀
行
文
学
と
し
て
の
面
白
さ

鈴
木
氏
は

『

近
世
紀
行
文
芸
ノ
ー
ト』

の
中
で

｢

槃
游
余
録｣

の
文

学
性
に
つ
い
て
、｢

強
い
て
注
文
を
付
け
る
な
ら
ば｣

と
断
っ
た
上
で

｢

吉
田
桃
樹
は
本
質
的
に
は
文
献
派
で
あ
り
、
そ
の
面
で
は
大
車
輪
で

努
め
て
い
る
が
、
観
察
眼
に
つ
い
て
い
え
ば
、
生
新
か
つ
精
緻
と
い
う

に
は
、
や
や
物
足
り
な
い
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る｣

と
、
必
ず
し

も
あ
ま
り
高
く
は
評
価
さ
れ
な
い
。
同
書
中
で
氏
は

｢

千
種
日
記｣

(

大
森
固
庵

天
和
三)

の
面
白
さ
に
注
目
し
て
お
ら
れ
、
あ
る
い
は

そ
れ
と
比
較
し
て
こ
の
よ
う
な
印
象
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

た
し
か
に
冒
頭
か
ら
、
普
通
の
紀
行
で
は
め
っ
た
に
登
場
し
な
い
荷
物
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持
ち
の
従
者
を
派
手
に
紹
介
し
て
、
一
気
に
読
者
を
ひ
き
つ
け
る

｢

千

種
日
記｣

の
よ
う
な
、
読
み
物
と
し
て
の
配
慮
に
は
欠
け
る
が
、
先
に

述
べ
た
吉
深
や
景
晋
、
長
伯
、
ひ
い
て
は
前
期
の
代
表
的
紀
行
作
家
の

貝
原
益
軒
な
ど
と
比
し
て
も
、
桃
樹
の
紀
行
は
決
し
て
文
学
性
に
お
い

て
そ
れ
ら
の
作
品
に
劣
っ
て
は
い
な
い
。
平
沢
元�

が
、
初
編
の
序
文

で
、｢

今
読
二

甲
夫
紀
行
一

。
将
レ

�
レ

臍
耳
。
其
書
以
二

国
字
一

行
。
読
レ

之

如
二

目
撃
在
�

前｣

と
い
っ
た
賞
賛
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
余
裕
を
持
っ

た
謙
遜
で
も
あ
ろ
う
か
ら
額
面
通
り
に
は
受
け
取
れ
な
い
に
し
て
も
、

や
は
り
そ
の
、
平
明
で
気
ど
ら
ず
、
無
駄
の
な
い
正
確
さ
で
つ
づ
ら
れ

る
記
事
は
、
充
分
に
近
世
紀
行
の
名
作
の
一
つ
と
呼
ぶ
に
価
す
る
。

(

一)

各
編
の
概
要

各
編
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
氏
が

『

近
世
紀
行
文
芸
ノ
ー
ト』

で
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
述
べ
る
。

初
編
は
、
書
誌
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
上
下
二
冊
に
な
っ
て
い

る
天
明
八
年
の
西
遊
の
大
旅
行
。
冒
頭
に
平
沢
、
賀
茂
ら
の
序
文
を
附

し
、
目
次
や

｢

道
の
つ
い
で｣

の
副
題
も
あ
る
な
ど
、
体
裁
が
き
わ
め

て
よ
く
整
う
。

そ
の
行
程
は
、
伊
勢
神
宮
参
詣
の
つ
い
で
に
、｢

相
模
、
伊
豆
、
駿

河
、
三
河
、
遠
江
、
尾
張
、
美
濃
、
伊
勢
、
志
摩
、
伊
賀
、
大
和
、
河

内
、
和
泉
、
山
城
、
摂
津
、
紀
伊
、
播
磨
、
讃
岐
、
備
前
、
備
中
、
備

後
、
安
芸
、
周
防
、
石
見
、
出
雲
、
伯
耆
、
美
作
、
近
江
、
信
濃
、
下

野
、
上
野
す
べ
て
三
十

み
そ
ぢ

に
も
あ
ま
る｣

国
々
を
回
っ
た
と
い
う
壮
大
な

も
の
。
そ
の
経
路
で
見
聞
し
た
も
の
を

｢

と
し
経
て
お
ぼ
つ
か
な
く
な

り
は
て
な
む
も
ほ
ひ
な
け
れ
ば
、
た
だ
し
き
、
あ
や
ま
れ
る
わ
ひ
だ
め

も
な
く
、
山
が
つ
、
う
ら
人
な
ん
ど
か
た
り
し
こ
と
を
も
、
も
ら
さ
ず

か
い
つ
く｣

と
冒
頭
に
記
す
。

お
そ
ら
く
致
仕
後
ま
も
な
く
に
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
旅
を
一
気
に

敢
行
す
る
と
い
う
の
も
大
胆
で
あ
り
、
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。
体
力
そ

の
他
に
、
そ
れ
だ
け
の
自
負
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
さ
す
が
に
こ
の

旅
行
で
は
、
と
も
す
れ
ば
桃
樹
の
記
述
は
簡
略
に
な
り
、
先
の
鈴
木
氏

の
批
判
は
こ
の
一
編
に
関
し
て
は
か
な
り
よ
く
あ
て
は
ま
る
。
特
に
本

来
の
目
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
伊
勢
参
詣
が
型
ど
お
り
に
い
か
に
も
あ
っ

さ
り
と
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
逆
に
印
象
に
残
る
ほ
ど
だ
。

次
編

(

二
編)

は
、
寛
政
元
年
、
富
士
山
・
雨
降
山
へ
の
登
山
で
、

こ
れ
も
、
友
人
た
ち
の
序
文
が
寄
せ
ら
れ
、
体
裁
が
よ
く
整
う
。
初
編

の
半
分
程
度
の
長
さ
だ
が
、
富
士
登
山
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ

け
対
象
が
し
ぼ
ら
れ
て
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

第
三
編
は
、
寛
政
四
年
、
伊
豆
地
方
を
旅
行
し
た
、
い
わ
ば
近
郊
遊

覧
記
。
の
ど
か
な
海
辺
の
旅
が
中
心
の
楽
し
げ
な
作
品
で
、
温
泉
の
描

写
な
ど
も
細
か
い
。

第
四
編
は
、
寛
政
五
年
、
東
北
地
方
の
旅
で
、
初
編
に
匹
敵
す
る
量
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と
内
容
で
あ
る
。
最
初
の
あ
た
り
は
初
編
と
同
じ
く
、
や
や
見
聞
し
た

も
の
の
多
さ
に
振
り
回
さ
れ
、
記
述
が
単
調
に
な
り
が
ち
だ
が
、
こ
の

部
分
で
は
鈴
木
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
寺
社
の
行
事
の
詳
細
な
紹

介
に
作
者
は
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
し
て
後
半
に
な
る
と
、
一
つ
の
事

柄
に
長
文
を
つ
い
や
す
る
興
味
深
い
記
事
が
増
え
て
く
る
。

最
後
の
二
作
は
と
も
に
短
く
、
第
五
編
は
寛
政
九
年
の
秩
父
、
第
六

編
は
寛
政
十
二
年
の
安
房
へ
の
小
旅
行
。
旅
の
規
模
で
も
紀
行
の
量
で

も
小
品
な
の
だ
が
、
肩
ひ
じ
張
ら
な
い
筆
致
で
記
さ
れ
る
記
事
の
中
に

は
、
情
景
を
よ
く
伝
え
、
内
容
も
面
白
い
も
の
が
多
く
、
紀
行
文
学
と

し
て
は
む
し
ろ
こ
の
二
作
が
一
番
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

(

二)

記
事
の
特
徴

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
渋
江
長
伯
の

｢

官
遊
記
勝｣

が
、
や
は

り
最
初
の
長
途
の
旅
で
は
比
較
的
簡
略
だ
っ
た
描
写
が
次
第
に
発
展
し
、

最
後
の
短
編
に
い
た
っ
て
最
も
細
や
か
に
な
る
過
程
と
共
通
す
る
も
の

を
感
じ
る
。
体
験
や
見
聞
を
紀
行
に
記
す
際
の
選
択
の
基
準
や
、
め
り

は
り
の
つ
け
方
に
関
し
て
、
め
だ
た
な
い
が
確
実
に
桃
樹
の
作
品
は
発

展
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
全
体
を
通
じ
て
、
桃
樹
の
紀
行
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
も

見
え
、
そ
れ
は
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
。

○
土
地
の
奇
談

ま
ず
、
初
編
の
冒
頭
に
彼
自
ら
が
記
す
よ
う
に
、
桃
樹
は
土
地
の
人
々

に
聞
い
た
伝
承
や
奇
談
を
手
を
加
え
ず
に
そ
の
ま
ま
に
記
す
こ
と
が
多

い
。
彼
自
身
が

｢

ど
う
か
と
疑
っ
た
が
、
直
接
聞
い
た
の
で｣

と
い
っ

た
断
り
を
付
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
は
彼
の
い
わ
ば
取
材
姿
勢

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
記
事
が
彼
の
紀
行
を
興
味
深
く
精
彩
あ
る

も
の
に
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
第
三
編
の
三
月
朔
日
の
記
事
。
山
の
神
と
言
わ
れ
る
大

蛇
を
十
右
衛
門
と
い
う
土
地
の
男
が
退
治
し
た
話
で
あ
る
。

｢

ふ
も
と
の
中
嶋
む
ら
忠
兵
衛
が
ず
さ

(

従
者)

十
右
衛
門
と
い
ふ

も
の
、
三
そ

(

十)

と
せ
ば
か
り
ま
へ
、
草
か
り
に
の
ぼ
り
け
る
に
、

か
し
こ

(

山
の
神
が
い
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
山)

に
て
、
い
び
き
の

こ
ゑ
し
け
れ
ば
、
あ
や
し
と
て
行
て
み
る
に
、
ふ
と
さ
四
五
尺
め
ぐ
り

ほ
ど
の
、
お
ろ
ち
、
ふ
ぢ
か
づ
ら
の
う
へ
に
は
ひ
わ
た
り
て
い
ね
た
り
。

『

と
し
頃
、
山
の
神
と
て
か
し
こ
み

(

怖)

し
は
こ
れ
に
て
こ
そ
あ
め

れ』

と
て
、
お
ろ
ち
の
は
ら
の
し
た
を
、
く
ぐ
り
つ
つ
、
ふ
と
き
藤
を

ま
と
ひ
つ
け
て
、
う
ご
き
な
む
ま
に
ま
に
し
ま
り
ぬ
べ
き
や
う
に
か
ま

へ
て
山
を
く
だ
り
、
さ
ら
ぬ
ふ
り
に
て
を
り
ぬ
。
そ
の
よ
、
し
き
り
に

山
な
り
風
お
こ
り
、
い
さ
ご
を
と
ば
し
、
木
の
葉
ま
き
あ
げ
な
ど
し
て
、

い
と
い
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
り
け
れ
ば
、
む
ら
人
ら
あ
や
し
み
て
け

り
。
十
右
衛
門
し
か
じ
か
と
か
た
り
け
れ
ば
、
む
ら
を
さ
、
お
ほ
き
に
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お
そ
れ
、『

い
か
ば
か
り
の
た
た
り
あ
ら
ん
も
し
る
べ
か
ら
ず』

と
て
、

十
右
衛
門
を
お
ひ
や
ら
ひ
て
け
り
。
そ
の
頃
は
か
の
山
の
ぼ
る
も
の
、

ふ
つ
に
あ
ら
ざ
り
け
る
を
、
と
し
月
経
て
、
お
ろ
ち
は
ほ
ね
ば
か
り
に

な
り
、
夫
よ
り
の
ち
は
心
や
す
け
く
真
柴
こ
り
、
ま
ぐ
さ
か
り
て
、
む

ら
む
ら
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
十
右
衛
門
が
身
に
も
つ
い
た
た
り
な
く
、

い
ま
に
す
く
よ
か
に
て
、
こ
と
し
六
十
ま
り
に
な
り
に
た
り
。
か
れ
に

た
い
め

(

対
面)

し
て
か
た
り
つ
る
ま
ま
に
か
い
つ
け
ぬ｣

あ
る
い
は
ま
た
、
第
四
編
の
六
月
十
二
日
の
記
事
。
袖
ヶ
浦
近
く
の

龍
澤
山
善
宝
寺
の
修
理
に
ま
つ
わ
る
話
で
、
例
の

｢

ふ
し
ぎ
で
納
得
で

き
な
い
が
、
現
地
の
人
が
皆
語
る
の
で｣
と
の
注
記
を
つ
け
て
紹
介
し

て
い
る
。

｢

こ
の
寺
の
す
り

(

修
理)

に
は
、
も
ち
ふ
べ
き
石
の
お
ほ
き
さ
、

か
ず
な
ど
を
、
か
み
に
か
き
、
与
内
坂
の
も
と
な
る
う
み
へ
な
が
せ
ば
、

い
づ
こ
と
も
な
く
、
あ
つ
ら
へ
し
石
ど
も
、
よ
の
う
ち
に
浜
べ
に
あ
が

り
て
あ
り
。
寺
よ
り
、
ほ
ふ
し
ら
木
だ
く
み
石
だ
く
み
な
ど
、
つ
れ
来

り
、
か
の
石
ど
も
を
え
ら
み
、
す
み
も
て
し
る
し
つ
け
て
お
き
ぬ
れ
ば
、

そ
の
石
の
み
の
こ
り
、
ふ
や
う
の
は
、
い
づ
ち
と
も
な
く
う
せ
ぬ
と
い

へ
り
。
こ
は
あ
ま
り
に
あ
や
し
き
こ
と
ど
も
に
て
、
う
け
が
た
き
も
の

か
ら
、『

ち
か
き
こ
ろ
も
か
く
あ
り
し
を
、
み
な
見
し』

な
ど
、
人
ご

と
に
か
た
れ
ば
聞
け
る
ま
ま
を
か
き
と
ど
め
つ｣

こ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
先
入
観
や
固
定
観
念
の
な
い
、
客
観
的
で
柔

軟
な
情
報
収
集
の
姿
勢
が
あ
り
、
簡
潔
で
要
領
を
得
た
書
き
ぶ
り
は
能

吏
と
し
て
の
才
能
を
も
し
の
ば
せ
る
。

○
鉱
物
へ
の
興
味

だ
が
、
桃
樹
の
記
述
の
正
確
さ
や
冷
静
さ
は
、
有
能
な
官
吏
の
資
質

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
博
物
学
者
の
そ
れ
と
近
い
か
も
し

れ
な
い
。
彼
が
日
本
の
博
物
学
の
先
駆
者
と
言
わ
れ
る
貝
原
益
軒
の
紀

行
を
読
ん
で
い
る
こ
と
は
文
中
の
引
用
か
ら
も
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
れ

以
上
に
、
鈴
木
氏
も
指
摘
さ
れ
る
第
三
編
で
の
秦
樟
丸

(

注
３)

と
の
交
流
や
、

以
下
の
よ
う
な
土
石
へ
の
興
味
や
観
察
を
見
る
と
、｢

さ
る
す
ぢ
に
、

く
ら
け
れ
ば｣

と
謙
遜
し
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
方
面
へ
の

彼
の
関
心
の
深
さ
が
わ
か
る
。

三
編
の
四
月
五
日
で
は
、｢

む
か
し
だ
ん
ご｣

と
い
う
も
の
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

｢

平ひ
ら

根ね

尾を

と
い
ふ
、
に

(

丹)

つ
ち
の
山
ぎ
は
を
う
が
て
ば
、『

む
か

し
だ
ん
ご』

て
ふ
も
の
い
づ
。
ち
ひ
さ
き
は
枇
杷
梅
の
実
、
お
ほ
き
な

る
は
、
い
も
が
し
ら
ば
か
り
、
ま
ろ
く
、
ま
じ
ろ
に
て
、
く
だ
け
ば
燧

火
う
ち

の

石
の
ご
と
く
、
ま
な
か
に
黄
あ
る
は
く
ろ
く
砂
の
や
う
な
る
も
の
こ
も

れ
り
。
な
が
さ
七
八
間
、
巾
二
間
ば
か
り
の
う
ち
に
の
み
あ
り
て
、
ほ

か
に
は
、
ふ
つ
に
な
し
。
土
の
う
へ
に
、
し
ろ
く
あ
ら
は
れ
た
る
を
、

と

(

マ
マ)

め
て
う
が
て
ば
、
い
も
の
こ
の
つ
る
に
な
り
た
る
ご
と
、
い
く
ら
も
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な
ら
び
て
あ
り
。
そ
の
す
ぢ
、
ほ
り
あ
て
ね
ば
、
い
で
が
た
し
。
つ
ち

よ
り
な
り
い
づ
る
と
お
も
は
れ
、
わ
か
き
は
ち
ひ
さ
く
て
、
い
と
か
た

く
、
い
ろ
白
し
。
ね
び
た
る
は
、
お
ほ
き
く
く
ろ
く
な
り
て
、
木
竹
な

ど
の
く
ち
た
る
ご
と
、
く
だ
け
や
す
し
。
禹
余
粮
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
く

や
。
さ
る
す
ぢ
に
く
ら
け
れ
ば
、
わ
い
だ
め
が
た
し｣

同
じ
十
五
、
十
六
日
に
も
、
石
英
に
つ
い
て
の
描
写
が
あ
る
。
そ
の

他
に
も

｢

勾
玉｣

に
関
す
る
詳
し
い
記
述
な
ど
、
鉱
石
に
つ
い
て
の
記

事
は
桃
樹
の
紀
行
中
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。

○
風
景
描
写
な
ど

こ
の
よ
う
な
、
的
確
な
観
察
に
基
づ
く
正
確
な
描
写
は
、
た
と
え
ば
、

第
三
編
の
伊
豆
紀
行
、
第
四
編
の
東
北
紀
行
を
中
心
に
桃
樹
が
や
は
り

よ
く
記
し
て
い
る
、
温
泉
の
説
明
に
も
共
通
す
る
。

第
三
編
の
四
月
七
日
で
は
、
あ
ま
り
好
も
し
く
な
い
温
泉
の
様
子
を

次
の
よ
う
に
描
く
。

｢

こ
こ
に
、
大お

お

湯ゆ

小を

湯ゆ

ま
ぶ
の
湯
と
い
ふ
あ
り
。
小
湯
は
、
き
た
な
げ

な
る
ふ
せ
や
の
う
ち
に
湯
ぶ
ね
を
ま
う
け
、
大
湯
は
、
や
ね
も
な
く
、

ふ
た
つ
と
も
か
な
け
い
み
じ
く
、
み
づ
は
に
び
い
ろ
に
て
ぬ
る
し
。
ひ

と
た
び
ゆ
あ
み
し
け
る
に
、
や
ま
ひ
に
は
か
へ
り
て
、
あ
し
か
り
ぬ
べ

く
お
ぼ
え
ぬ
れ
ば
、
と
く
い
で
、『

ま
ぶ
の
湯
へ
は
あ
す
こ
そ』

と
て｣

こ
の
よ
う
な
具
体
的
で
明
確
な
説
明
は
、
初
編
の
出
雲
国
の
龍
蛇
の

描
写
に
も
見
え
、
次
編
の
六
月
二
十
二
日
の
、｢

胎
内
く
ぐ
り｣

の
様

子
を
描
く
、

｢

一
里
ば
か
り
ゆ
き
て
胎
内
と
い
へ
る
洞
の
も
と
に
い
た
る
。
あ
な
い

(

案
内)

の
も
の
の
、
を
し

(

教)

ふ
る
ま
に
ま
に
、
か
し
ら

(

頭)

は
ぬ
の

(

布)

も
て
つ
つ
み
、
ひ
ざ

(

膝)

に
も
わ
ら
ぐ
つ

(

藁
沓)

を
つ
け
、
と
ぼ
し
火
を
て
ら
し
、
せ

(

背)

く
ぐ
ま
り
入
に
、
お
く
は

い
よ
よ
せ
ま
く
下
の
か
た
へ
ふ
か

(

深)

け
れ
ば
、
か
し
ら

(

頭)

よ

り
は
い

(

入)

り
が
た
う
、
は
ら
ば
ひ

(

腹
這)

て
あ
し

(

足)

を
の

ば
し
、
お
よ
び

(

親
指)

の
あ
た
る
所
を
ふ
ま
へ
、
手
は
さ
は

(

触)

る
い
は
か
ど

(

岩
角)

を
と
ら
へ
、
そ
を
ち
か
ら

(

力)

に
、
ひ
と
き

ざ

(

一
刻)

み
づ
つ
く
だ
り｣

｢

ほ
ら
の
う
ち
は
、
な
め
ら
か
に
て
、

む
ら
さ
き
の
色
せ
し
い
は
ほ
に
て｣

の
一
文
や
、
一
見
伝
統
的
な
美
文
と
見
え
る
以
下
の
よ
う
な
風
景
描

写
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

｢

保
土
谷
の
あ
た
り
ま
で
は
桃
一
重
桜
は
さ
か
り
に
て
、
菜
の
花
も

な
か
ば
咲
、
八
重
桜
は
や
う
や
う
ふ
ふ
み
て
、
麦
は
四よ

き

五い
つ

寸き

ば
か
り
に

な
り
に
た
る
を
、
南
郷
、
梅
沢
の
ほ
と
り
よ
り
、
も
も
、
一
重
ざ
く
ら
、

菜
の
花
は
ち
り
は
て
て
、
八
重
桜
、
山
吹
、
つ
つ
じ
な
ん
ど
さ
か
り
に

て
、
麦
は
尺
に
あ
ま
り
、
穂
も
あ
ら
は
れ
つ
。
こ
は
海
に
よ
れ
る
国
に

て
、
あ
た
た
か
な
れ
ば
な
る
べ
し
。｣

｢

み
ど
り
ふ
か
き
松
の
木
の
間
に
、
雪
の
ご
と
咲
も
の
こ
ら
ぬ
さ
く
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ら
の
、
お
ひ
風
に
、
さ
と
か
ほ
り
く
る
も
な
つ
か
し
う
、
た
に
か
げ
、

岨
な
ん
ど
に
、
さ
き
こ
ぼ
れ
た
る
岩
つ
つ
じ
の
、
夕
日
に
て
ら
さ
れ
て
、

も
ゆ
ば
か
り
な
る
も
、
見
す
て
が
た
う

(

略)｣
(

十
三
日)

い
ず
れ
も
第
一
編
の
文
章
で
、
美
し
い
文
章
と
い
う
よ
り
正
確
な
文

章
と
い
う
要
素
を
感
じ
る
。
ま
た
は
、
正
確
な
記
述
が
結
果
と
し
て
美

し
い
描
写
を
生
ん
で
い
る
。
非
常
に
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
が
、
型
に
は
ま
っ

た
美
文
に
見
え
て
、
科
学
的
な
観
察
を
交
え
た
清
新
な
描
写
と
も
見
え

る
。こ

れ
以
外
の
、
た
と
え
ば
十
一
日
の
浜
辺
の
景
色
で
は
桃
樹
は

｢

や

わ
ら
か
い
砂｣

に
つ
い
て
触
れ
る
な
ど
、
五
感
を
駆
使
し
た
描
写
を
行

う
。
ま
た
、
浜
辺
の
漁
民
、
田
畑
の
農
民
と
い
っ
た
人
々
を
そ
れ
ら
の

情
景
の
中
に
と
り
こ
み
、
活
動
す
る
人
間
を
美
景
か
ら
排
除
は
し
な
い
。

十
五
日
の
険
し
い
山
路
の
風
景
も
、
十
六
日
の
粗
野
な
外
見
の
炭
焼
き

の
男
の
描
写
も
、
桃
樹
の
筆
致
に
さ
し
て
嫌
悪
感
は
見
え
な
い
。
珍
し

い
鉱
石
も
、
不
快
な
浴
場
も
、
美
し
い
風
景
も
、
桃
樹
は
等
し
く
丁
寧

に
描
写
し
、
そ
こ
に
価
値
観
や
感
情
は
入
り
込
ま
な
い
。

○
旅
の
実
態

桃
樹
は
次
編
の
六
月
十
四
日
に
、
笹
子
峠
の
付
近
で
、
恵
林
寺
に
関

心
が
深
か
っ
た
が
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
て
、

｢

と
り
ど
り
ゆ
か
し
う
聞
ゆ
る
も
の
か
ら
、
お
ほ
ぢ
よ
り
二
里
あ
ま

り
隔
り
、
ゆ
く
さ
き
の
つ
い
で
あ
し
け
れ
ば
、
え
い
た
ら
ず
。
い
ゆ
き

い
た
ら
ぬ
所
を
、
か
く
い
ふ
は
う
ち
き
き
め
き
た
れ
ど
、『

の
ち
、
あ

す
ば
む
時
の
し
を
り
に
も』

と
、
か
い
つ
け
お
く
め
り｣

と
記
す
。

近
世
の
紀
行
に
は
、｢

こ
こ
か
ら
先
は
し
ば
ら
く
茶
店
が
な
い
か
ら

休
憩
は
こ
こ
で｣

と
い
っ
た
実
用
的
な
情
報
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま

あ
り
、
蝦
夷
紀
行
に
典
型
的
な
よ
う
に
旅
行
の
際
の
案
内
書
と
し
て
の

実
用
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
桃
樹
が
こ
こ
に
書
い
て
い
る
こ

と
も
、
紀
行
作
家
と
し
て
は
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
姿
勢
で
は
な
い
。
た
だ
、

お
そ
ら
く
ど
こ
か
そ
の
よ
う
な

｢

実
際
の
旅
の
際
の
参
考
に
な
れ
ば｣

と
の
意
識
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
つ
つ
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
、

以
下
の
よ
う
な
記
事
は
旅
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
面
白
く
、
文
学

性
も
具
え
て
い
る
。
こ
こ
に
も

｢

実
用
性｣

を
い
わ
ば
口
実
に
し
て
文

章
を
書
き
な
が
ら
、
明
ら
か
に
文
学
創
作
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
て
い

た
で
あ
ろ
う
貝
原
益
軒
と
の
共
通
点
が
あ
る
。

次
編
、
七
月
朔
日
の
、

｢

海
人
の
家
ゐ
お
ほ
く
、
小
田
原
よ
り
あ
た
み
ま
で
の
う
ち
、
こ
こ

な
ら
で
は
、
の
み
く
う
も
の
も
な
け
れ
ば
、
ひ
る
の
い
ひ
た
う
べ
、
し

ば
し
い
こ
ふ
。
な
ほ
山
路
な
れ
ど
、
石
も
な
く
坂
も
や
や
な
だ
ら
か
な

れ
ば
海
山
を
見
わ
た
し
つ
つ
行｣

な
ど
の
記
述
も
、
あ
る
い
は
情
報
性
に
配
慮
し
た
記
述
だ
っ
た
か
も
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し
れ
な
い
が
、
結
果
と
し
て
リ
ア
ル
な
描
写
を
生
ん
で
い
る
。

こ
う
い
っ
た
記
述
態
度
は
、
六
月
三
日
の
山
中
の
独
行
の
強
行
軍
を

描
く
、

｢(

泊
ま
る
べ
き)

い
へ
の
、
あ
ま
り
な
る
ま
で
き
た
な
げ
に
、
い
ぶ

せ
く
、『

や
ま
ぢ
を
二
里
ゆ
け
ば
、
瀬
見
の
い
で
ゆ
あ
り』

と
聞
ゆ
る

を
、
か
し
こ
に
や
ど
り
と
ら
ま
く
ほ
り
し
て
、
お
の
れ
ひ
と
り
、
す
す

み
た
ち
ぬ
。
ず
さ
も
、
い
と
い
た
う
困
じ
に
け
れ
ば
、『

も
の
お
は
せ

け
る
を
の
こ
に
そ
ひ
て
、
あ
と
よ
り
ゆ
る
ら
か
に』

と
、
い
ひ
す
て
て
、

ひ
た
ぶ
る
に
い
そ
ぎ
け
れ
ど
、
日
は
く
れ
は
て
て
、
あ
や
め
も
わ
か
ず
、

か
た
は
ら
に
は
山
川
み
な
ぎ
り
な
が
れ
、
こ
の
日
ご
ろ
耳
な
れ
し
水
の

お
と
も
風
の
ひ
び
き
も
、
げ
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
を
り
を
り
と
び

か
ふ
ほ
た
る
の
ひ
か
り
を
た
の
み
つ
つ
、
た
か
き
山
々
の
あ
ひ
だ
を
た

ど
り
つ
つ
ゆ
く
。
お
ほ
か
み
、
こ
だ
ま
な
ど
も
、
か
た
ち
を
あ
ら
は
し

ぬ
べ
く
お
も
は
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
な
が
れ
い
づ
る
し
み
づ
に
、
は
ぎ

を
ひ
た
し
、
つ
と
さ
し
い
で
た
る
い
は
か
ど
に
つ
ま
づ
き
な
ど
し
、
か

ら
う
じ
て
瀬
見
の
こ
な
た
な
る
山
川
の
ふ
ち
に
い
た
り
つ
く
。
さ
い
つ

こ
ろ
水
い
で
て
、
な
が
れ
た
り
と
て
、
橋
お
ち
、
わ
た
る
べ
き
や
う
な

け
れ
ば
、
こ
ゑ
の
か
ぎ
り
よ
ば
ひ
け
る
に
、
か
し
こ
の
き
し
よ
り
舟
こ

ぎ
よ
せ
け
る
も
う
れ
し
く
、
と
く
の
り
て
瀬
見
の
き
し
へ
の
ぼ
り
、
人

や
ど
す
家
へ
は
ひ
い
り
て
、
い
き
の
べ
ぬ
。
や
や
あ
り
て
、
ず
さ
も
、

も
の
お
へ
る
を
の
こ
も
、
来
り
け
る
に
、
ず
さ
は
、
は
ら
だ
た
し
げ
に
、

も
の
も
え
い
は
で
、
わ
ら
ぐ
つ
ぬ
ぎ
す
て
し
の
み
に
て
、
あ
ゆ
ひ
も
と

か
ず
、
も
の
も
た
う
べ
ず
、
う
ち
た
ふ
れ
て
い
ね
た
り｣

五
編
の
八
月
廿
三
日
の
、

｢

飯
能
に
い
た
り
し
こ
ろ
は
、
午
も
過
て
、
い
と
い
た
く
う
ゑ
に
け

れ
ば
、
も
の
う
る
家
に
入
て
、
い
ひ
を
こ
ふ
に
、『

よ
ね
麦
は
さ
ら
に

も
い
は
ず
、
あ
は
に
ま
れ
、
ひ
え
に
ま
れ
、『

い
ひ』

て
ふ
も
の
は
、

ふ
つ
に
な
し』

と
、
む
く
つ
け
く
こ
た
ふ
。『

何
に
よ
り
て
飯
能
と
は

名
づ
け
し』

と
い
ぶ
か
し
く
、『

こ
を
も
て
お
も
へ
ば
、
ひ
と
の
国
に

て
里
の
名
を
い
み

(｢

勝
母
里
不
住｣

と
傍
書)

、
す
ま
ひ
を
さ
り
し
、

と
い
ふ
も
、
あ
だ
ご
と
な
め
り』

な
ど
、
た
は
む
れ
つ
つ｣

と
い
っ
た
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く
。
こ
の

よ
う
な
緊
迫
感
や
強
烈
な
印
象
は
残
さ
な
い
が
、
同
じ
十
日
に
汐
越
の

付
近
の
浜
で
漁
師
に
鯛
を
も
ら
う
、

｢

汐
越
を
た
ち
浦
わ
を
ゆ
く
。
あ
ま
ど
も
あ
び
き
し
、
六
七
寸
ば
か

り
の
た
ひ
、
あ
を
さ
ば
な
ど
、
を
か
の
ご
と
、
か
つ
ぎ
あ
げ
し
を
、
た

ち
と
ど
ま
り
見
ゐ
た
り
し
に
、
あ
ま
ひ
と
り
、
か
の
た
ひ
二
つ
三
つ
も

ち
来
り
、『

こ
れ
ま
ゐ
ら
せ
む
。
つ
と
に
し
た
ま
へ』

と
て
あ
た
へ
つ
。

し
ろ

(

代
金)

は
う
け
ぬ
を
、『

さ
り
と
て
、
む
ら
い

(

無
礼)

せ
ざ

ら
ん
や
は
。
さ
か
て
に
も』

と
て
、
あ
な
が
ち
に
ぜ
に
と
ら
せ
て
、
す

ぎ
ぬ｣の

よ
う
な
一
場
面
な
ど
は
、
お
の
ず
と
旅
の
情
景
を
描
い
て
文
学
と
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し
て
の
感
興
も
読
者
に
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
な
文
章
の
数
々
を
見
て
い
る
と
、
桃
樹
の
こ
う
い
っ
た

姿
勢
に
は
、｢
実
用
性｣

を
い
わ
ば
口
実
に
し
て
文
章
を
書
き
な
が
ら
、

明
ら
か
に
文
学
創
作
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
貝
原
益

軒

(

注
４)

と
の
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

○
主
張
、
見
解
、
考
察

時
代
を
問
わ
ず
紀
行
の
魅
力
の
一
つ
は
、
折
り
に
ふ
れ
て
披
瀝
さ
れ

る
作
者
の
思
想
や
哲
学
を
示
す
述
懐
の
あ
れ
こ
れ
で
あ
る
。｢

槃
游
余

録｣

は
、
鈴
木
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
研
究
に
関
す
る
記
述

が
、
特
に
初
編
で
は
非
常
に
多
く
、
そ
こ
に
は
作
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
見

解
、
分
析
が
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
を
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
、
桃
樹
の
特
徴
と

見
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
た
し
か
に
桃
樹
の
古
代
研
究
へ
の
関
心
は
強

い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
一
般
へ
の
興
味
も
深
い
。

そ
れ
は
近
世
の
紀
行
作
家
た
ち
に
大
な
り
小
な
り
見
ら
れ
る
傾
向
で
も

あ
る
。
幕
末
に
は
伴
林
光
平
の

｢

巡
陵
記
事｣

(

安
政
四)

｢

野
山
の
な

げ
き｣

(

文
久
二)

と
い
っ
た
天
皇
陵
巡
り
の
紀
行
も
登
場
す
る
よ
う

に
、
天
皇
陵
も
ま
た
題
材
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
思

想
的
な
風
潮
と
ば
か
り
は
言
い
切
れ
な
い
、
近
世
全
体
の
広
い
層
に
わ

た
っ
て
の

｢

歴
史
的
な
も
の
へ
の
興
味｣

と
強
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。

桃
樹
に
限
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
な
お
綿
密
な
分
析
と
検
討

が
必
要
と
な
ろ
う
。

そ
れ
以
外
に
も
、
桃
樹
は
随
所
で
、
鈴
木
氏
が

｢

考
証
的
態
度｣

と

評
さ
れ
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
初
編
で
は
、｢

鴫
立
つ
沢｣

の
西
行

庵
旧
跡
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
な
が
ら
も
、
根
拠
は
な
い
と
批
判
し

て
お
り
、
見
聞
を
そ
の
ま
ま
に
記
し
た
上
で
批
判
す
る
、
こ
う
し
た
姿

勢
は
四
編
の
東
北
紀
行
で
の
四
月
二
十
九
日
、｢

し
の
ぶ
も
じ
ず
り｣

に
関
す
る
記
事
に
も
見
え
る
。

｢

袖
中
抄
な
ど
に
も
、
こ
の
こ
ほ
り

(

郡)

に

『

も
ぢ
ず
り』

と
て

み
だ
れ
た
る
す
り
を
こ
の
み
す
り
け
る
よ
し
見
ゆ
れ
ど
、
そ
も
そ
も
衣

に
あ
や
な
せ
し
は
、
黄
土(

は
に)

、
藍(

あ
ゐ)

、
月
く
さ
、
萩
な
ど
、

く
さ
ぐ
さ
に
て
、
こ
の
里
に
か
ぎ
り
、
す
り
布
を
い
だ
せ
し
に
も
あ
ら

ず
。
ま
し
て
石
に
て
す
れ
る
こ
と
、
い
に
し
へ
き
か
ず
。『

例
の
、
こ

と
こ
の
め
る
も
の

(

好
事
家)

の
つ
け
そ
へ
る
に
や』

と
、
か
し
こ
ま

で
は
い
た
ら
ず｣

同
じ
四
編
の
五
月
九
日
、
松
島
の
条
で
は
、
か
な
り
激
し
い
口
調
で

仏
教
批
判
を
行
う
。
こ
れ
も
益
軒
を
初
め
、
儒
学
者
、
国
学
者
を
問
わ

ず
知
識
人
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
桃
樹
の
こ
こ
で
の
記
述
も
そ
う
だ

が
、
宗
教
批
判
と
い
う
よ
り
、
古
跡
の
俗
化
と
い
う
点
で
の
慨
嘆
が
強

い
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
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四

近
世
に
お
け
る

｢

紀
行｣

あ
る
い
は

｢

紀
行
作
家｣

近
世
に
お
い
て
紀
行
を
書
い
た
人
々
が
、
ど
の
程
度
自
分
を

｢

紀
行

作
家｣

と
し
て
意
識
し
て
い
た
の
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、

紀
行
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
や
、
作
家
圏
の
よ
う
な
も
の
が
明
確
に
成
立
し

て
い
た
か
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
。

も
と
も
と
、｢

個
人
的
な
思
い
出
と
、
子
孫
に
見
せ
る
た
め
に
書
い

た｣
｢

単
な
る
手
す
さ
び
な
の
で
早
々
に
破
棄
し
て
ほ
し
い｣

と
い
っ

た
文
章
が
序
跋
に
記
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
紀
行
は
、
日
記
文
学

と
同
様
に
、
読
者
を
意
識
せ
ず
孤
独
な
営
み
と
し
て
書
か
れ
る
こ
と
が

伝
統
で
約
束
事
に
も
な
っ
て
い
る
面
が
あ
り
、
か
な
り
の
大
作
、
傑
作

で
も
当
時
の
他
の
文
学
活
動
と
は
関
連
な
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
珍

し
く
な
い
。

し
か
し
一
方
で
、
特
に
近
世
後
期
の
国
学
者
た
ち
の
紀
行
制
作
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
相
互
に
読
み
あ
い
批
評
し
あ
う
活
動
が
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
様
子
が
推
測
で
き
る
例
も
あ
り
、
紀
行
あ
る
い
は
紀
行
作

家
と
い
う
定
義
が
、
明
確
な
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
幾
分
か
は
意
識
さ

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

近
世
の
紀
行
作
家
の
代
表
的
な
人
々
と
し
て
は
、
前
期
の
貝
原
益
軒

(

寛
永
七
・
一
六
三
〇
〜
正
徳
四
・
一
七
一
四)

、
松
尾
芭
蕉

(

寛
永
二

十
一
・
一
六
四
四
〜
元
禄
七
・
一
六
九
四)

、
中
期
の
本
居
宣
長

(

享

保
十
五
・
一
七
三
〇
〜
享
和
元
・
一
八
〇
一)

、
高
山
彦
九
郎

(

延
享

四
・
一
七
四
七
〜
寛
政
五
・
一
七
九
三)

、
橘
南
谿

(

宝
暦
三
・
一
七

五
三
〜
文
化
二
・
一
八
〇
五)

、
古
川
古
松
軒

(

享
保
十
一
・
一
七
二

六
〜
文
化
四
・
一
八
〇
七)

、
菅
江
真
澄

(

宝
暦
四
・
一
七
五
四
〜
文

政
十
二
・
一
八
二
九)

、
遠
山
景
晋(

宝
暦
二
・
一
七
五
二
〜
天
保
八
・

一
八
三
七)

、
後
期
の
渡
辺
崋
山(

寛
政
五
・
一
七
九
三
〜
天
保
十
二
・

一
八
四
一)

、
中
島
広
足

(

寛
政
四
・
一
七
九
二
〜
文
久
四
・
一
八
六

四)

、
小
津
久
足

(

文
化
元
・
一
八
〇
四
〜
安
政
五
・
一
八
五
八)

、
松

浦
武
四
郎

(

文
化
十
五
・
一
八
一
八
〜
明
治
二
十
一
・
一
八
八
八)

な

ど
で
あ
ろ
う
。
更
に
加
え
る
な
ら
、
松
平
定
信

(

宝
暦
八
・
一
七
五
八

〜
文
政
十
二
・
一
八
二
九)

、
大
田
南
畝

(

寛
延
二
・
一
七
四
九
〜
文

政
六
・
一
八
二
三)

、
清
水
浜
臣

(

安
永
五
・
一
七
七
六
〜
文
政
七
・

一
八
二
四)

、
渡
辺
政
香

(

安
永
五
・
一
七
七
六
〜
天
保
十
一
・
一
八

四
〇)

と
い
っ
た
人
々
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
作
者
た
ち
の
記
し
た
作
品
は
ほ
と
ん
ど
が
大
部
で
あ
り
、
長
編
、

多
作
と
い
う
こ
と
は
近
世
紀
行
の
場
合
、
内
容
面
の
質
の
高
さ
と
も
つ

な
が
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
の
名
を
見
て
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
彼
ら
の

紀
行
制
作
が
ど
れ
だ
け
他
の
紀
行
作
家
た
ち
を
意
識
し
て
相
互
の
影
響

関
係
の
も
と
に
書
か
れ
た
か
は
、
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
概
に
は

判
断
し
が
た
い
。
だ
が
、
博
物
学
者
と
国
学
者
を
軸
と
し
た
、
あ
る
種
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の
交
遊
圏
が
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
漠
然
と
持

つ
こ
と
が
多
い
。

桃
樹
の
場
合
も
そ
の
一
つ
で
、
紙
幅
の
関
係
で
充
分
に
紹
介
で
き
な

か
っ
た
が
、｢
槃
游
余
録｣

の
初
編
か
ら
三
編
に
か
け
て
附
さ
れ
た
長

い
序
文
の
数
々
に
は
、
紀
行
制
作
の
交
遊
圏
が
お
ぼ
ろ
げ
に
も
成
立
し

て
い
た
こ
と
、
そ
の
中
で
桃
樹
が
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が

お
の
ず
と
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

近
世
前
期
の
貝
原
益
軒
が
そ
の
基
礎
を
作
っ
た
、
博
物
学
者
と
し
て

の
冷
静
な
観
察
眼
と
客
観
的
で
正
確
な
描
写
が
、
国
学
者
た
ち
の
細
や

か
で
個
人
的
な
心
情
ま
で
す
く
い
と
る
文
体
に
う
け
と
め
ら
れ
て
、
後

期
に
小
津
久
足
の
よ
う
な
、
近
世
紀
行
の
一
到
達
点
と
し
て
の
名
作
を

生
み
出
し
て
行
く
に
い
た
る
過
程
は
、
お
そ
ら
く
一
つ
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
の
流
れ
や
道
筋
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
吉
田
桃
樹
の
諸
作

品
は
明
ら
か
に
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
の
地
点
で
確
か
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
や
や
大
胆
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、

社
寺
の
伝
承
記
事
の
紹
介
を
中
心
と
し
た

｢

所
歴
日
記｣

、
読
み
物
と

し
て
の
面
白
さ
を
意
識
し
た

｢

千
種
日
記｣

、
作
者
す
な
わ
ち
主
人
公

が
活
躍
す
る
冒
険
記
的
な
要
素
の
強
い

｢

未
曾
有
記｣

、
挿
図
の
面
白

さ
が
本
文
を
ひ
き
た
て
る

｢

官
遊
記
勝｣

、
名
所
図
会
風
の
案
内
記
の

体
裁
を
と
っ
て
実
用
性
が
強
い
渡
辺
政
香
の
諸
作
品
、
流
麗
な
和
文
で

文
学
性
を
追
及
す
る
清
水
浜
臣
の
諸
作
品
、
と
い
っ
た
、
他
の
紀
行
作

家
た
ち
の
作
品
と
比
較
し
た
時
、
桃
樹
の
紀
行
は
、
そ
の
や
や
硬
い
が

正
確
で
無
駄
の
な
い
文
体
、
特
徴
が
な
い
と
見
え
る
ほ
ど
釣
り
合
い
が

と
れ
た
記
事
の
内
容
、
な
ど
の
印
象
は
最
も
益
軒
の
作
品
を
よ
く
継
承

す
る
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。

注

注
１

な
お
、｢

槃
游
余
録｣

の
諸
本
の
数
点
は
、
末
尾
に
太
田
元
貞
の｢

墓
表｣

を
附
す
。
内
容
は

｢

�
海｣

の
記
事
と
ほ
ぼ
同
一
。
他
に

｢

古
老
雑
話｣

(｢

江
戸
時
代
文
化｣

所
収)

は
、
桃
樹
と
遊
女
の
交
遊
に
つ
い
て
の
逸

話
を
記
す
。
ま
た

｢

史
氏
備
考｣

(

慶
応
大
学
、
静
嘉
堂
文
庫)

の
巻
四

に
も
伝
記
が
あ
る
が
未
見
。

注
２

鈴
木
氏
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
沢
元�

の

｢

漫
遊
文
草｣

は
当
時
非

常
に
よ
く
読
ま
れ
た
漢
文
紀
行
で
あ
る
。

注
３

村
上
島
之
丞
と
も
言
い
、
景
晋
の

｢

未
曾
有
記｣

に
も
よ
く
登
場
す
る
。

最
上
徳
内
な
ど
と
並
ぶ
蝦
夷
探
検
家
の
一
人
。
自
ら
も

｢

蝦
夷
島
奇
観｣

の
名
著
が
あ
る
。
彼
と
桃
樹
と
の
出
会
い
は
、
三
編
、
五
月
十
一
日
の

条
に
、｢

安
久
村

(

秋
山)

章
が
り
い
た
る
。
あ
る
じ

(

章)

、
は
た
樟

丸

(

こ
の
家
に
滞
在
中
だ
っ
た)

い
で
て
、
こ
れ
か
れ
も
の
が
た
り
し｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。

注
４

拙
稿

｢

貝
原
益
軒
と
紀
行
文｣

(

拙
著

｢

江
戸
の
旅
と
文
学｣

・
ぺ
り
か

ん
社
刊
に
所
収)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

い
た
さ
か

よ
う
こ
・
福
岡
教
育
大
学
教
授)
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